
 

様式Ｃ－１９ 

 

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書 

 

平成２５年６月１９日現在 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

研究成果の概要（和文）：本研究では、近年の米国において急速に開発が進められているキャラ

クター・エデュケーション教材を公民教育と道徳教育の統合という視点から分析し、明らかに

なった論理にもとづき、わが国の社会科公民教育の新しい授業モデルを開発しようとした。そ

の結果、米国キャラクター・エデュケーションは「憲法が提示する道徳的価値」を「子どもの

道徳性発達論」にもとづいて教育する「立憲主義道徳学習」を展開していた。そして、その論

理を応用し、中学校社会科公民分野向けの教材として「トリアージ‐助ける命を選べるの？-」、

高等学校公民科向けの教材として「輸血拒否事件‐あなたの命はだれのもの？‐」を開発した。 

 

概要（英文）：The purpose of this research is to: a)Clarify the Character Education theory 

in the US: b) Develop a Social Studies Course in Japan on the Basis of the Character 

Education theory in the US. As the results, a) “Constitutional Moral Education approach” 

was Identified, b) Two Social Studies Courses, “Triage: Can you choose life to save?” 

and “ Blood transfusion refusal case: Whose thing is your life?” were developed. 
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１．研究開始当初の背景 

研究開始当初、わが国の社会科教育研究に

おいて、研究が最も遅れている分野のひとつ

が「社会科における規範的領域に関する研

究」であった。社会科における規範的領域と

は、小・中学校社会科公民教育における民主

主義学習、基本的人権学習、社会福祉学習、

平和学習、高等学校公民科における科目「倫

理」の全領域といった、子どもたちの生き方

に影響を与える規範性を有する学習領域を

さす。規範的領域は、子どもたちを平和で民

主的な国家・社会の形成者として育成するた

めに不可欠な学習領域である。しかし、多く

の社会科研究者・実践者は、社会科が子ども
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たちの生き方に影響を与えることをストイ

ックに避けてきた。その結果、規範的領域に

関する授業研究・実践は低迷し、社会科公民

授業は単なるシステムや制度の暗記学習に

陥っていた。 

このような状況のなか，筆者は米国におけ

るキャラクター・エデュケーション

（Character Education）とよばれる新しい

道徳教育アプローチに注目した。その理由は

キャラクター・エデュケーションが、米国人

としての品格の育成をめざす「道徳教育」と

米国社会を担う市民の育成をめざす「公民教

育」を統合し、米国市民として必要な規範的

領域の学習を低学年から展開しているから

である。キャラクター・エデュケーションの

最大の特徴は、自己や他者との関りを円滑に

進めるための道徳教育に、米国の独立宣言や

憲法に示された諸価値を育成する公民教育

を統合した点にあった。 

本研究は、このような背景から、米国キャ

ラクター・エデュケーションの論理にもとづ

く社会科授業開発をめざした。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、近年の米国において急速
に開発が進められているキャラクター・エデ
ュケーション教材を公民教育と道徳教育の
統合という視点から分析し、明らかになった
論理にもとづき、わが国の社会科公民教育の
新しい授業モデルを開発することにある。そ
のために、米国キャラクター・エデュケーシ
ョン教材の収集と分析、米国における授業実
践や理論研究に関する調査、わが国の社会科
公民教育の問題点の分析、米国キャラクタ
ー・エデュケーションの論理にもとづくわが
国の問題点を乗り越える社会科公民教育の
授業開発、という研究活動を展開する。 

 

３．研究の方法 

本研究では、①わが国の社会科公民教育
「規範的領域」の問題点の分析、②米国キャ
ラクター・エデュケーション教材の収集と分
析、③米国における授業実践や理論研究に関
する調査、④米国キャラクター・エデュケー
ションの論理にもとづくわが国の問題点を
乗り越える社会科公民教育の授業開発の、４
つの段階によって研究を進めた。 

年度別の研究手順は以下のとおりである。 
平成２２年度は①わが国の社会科公民教

育「規範的領域」の問題点の分析、②米国キ
ャラクター・エデュケーション教材の収集と
分析を行った。 

平成２３年度は③米国における授業実践
や理論研究に関する調査と分析を行った。 

平成２４年度は④米国キャラクター・エデ

ュケーションの論理にもとづくわが国の問
題点を乗り越える社会科公民教育の授業開
発を行った。 

 
４．研究成果 

平成２２年度は授業開発の前提となる「わ

が国の社会科公民教育の問題点の分析」と「

米国キャラクター・エデュケーションにおけ

る公民と道徳の統合の論理の解明」に取り組

んだ。 

「社会科公民教育の問題点」については、

特に高等学校における倫理教育に関する学

会参加や教育現場の研究協力者からの聞き

取り調査を実施し、「社会認識教育と道徳教

育の統合の困難性」、「閉ざされた価値観注入

の危険性」、「倫理学ダイジェストに陥る可能

性」といった問題を明らかにした。そして、

それらの研究成果の一部を図書『公民教育』

（担当第６章第３節「倫理」教育の諸問題・

論争点）として発表した。 

「米国キャラクター・エデュケーションに

おける公民と道徳の統合」については、「子

どもの道徳性発達論」と「憲法が提示する道

徳的価値」にもとづいて単元が構成されてい

ることを明らかにした。具体的には、米国の

小学校教員B・ルイスが開発した教材『What Do 
You Stand For? For Kids: a guide to 
building character』における単元「公正」
を詳細に分析した。その結果、本単元が「認

知発達心理学者Ｗ・デーモンの公正概念の発

達論」にもとづき「合衆国憲法が提示する道

徳的価値（個人の尊重）」を教えていること

が明確になった。筆者は、本単元のような「憲

法が提示する道徳的価値」を「子どもの道徳

性発達論」にもとづいて教育する米国キャラ

クター・エデュケーションのスタイルを「立

憲主義道徳学習」と捉えた。そして「立憲主

義道徳学習」に関する研究成果を各種学会

（法と教育学会、全国社会科教育学会等）に

おいて積極的に発表した。 

我が国においては「立憲主義道徳学習」と

いう発想はなく、学会においても多くの教育

実践者、研究者、法学者から反響をいただい

た。この論理を解明していくことは、米国と

同様に法の支配（憲法の支配）による社会づ

くりを行っている我が国の子どもの市民性

教育のあり方を考えていくうえでも意義深

いと考えられる。 

平成２３年度は「米国キャラクター・エデ

ュケーション教材の収集と分析」「米国にお

ける授業実践や理論研究に関する調査」に取

り組んだ。 

教材の収集と分析については、米国キャラ



 

 

クター・エデュケーションに関する教科書・

教師用指導書・教室用ポスターなどの収集を

行った。そのなかでも代表的な教材として

B・ルイスが開発した『What do you stand for』

とマクグローヒル社が開発した『Character 

Education: Grade K』の分析を進め、それぞ

れの研究成果を２本の論文（審査合格論文）

として発表した。 

米国における授業実践に関する調査につ

いては、2011 年 9 月に米国インディアナ州に

おける学校訪問調査を実施した。小学校（幼

稚園クラスを含む）から高等学校まで 10 校

を訪問し、キャラクター・エデュケーション

の学校全体での実施状況、授業の実際、環境

構成の実際等に関する調査を行った。その結

果、調査前の理論研究で立てた仮説、「米国

では幼稚園クラスから公民教育をはじめて

いるのではないか」「キャラクター教育と公

民教育は近接的な領域であり、特に小学校で

は両者を統合した学習が展開されているの

ではないか」「米国の学校はデューイズムに

基づき、学校や教室自体を”社会”と捉え、

子どもたちの社会認識の対象とするととも

に、公民教育の実践の場としているのではな

いか」といった問題を検証できた。 

 平成２３年度は３年の研究期間の最終年

度にあたり、次のような研究活動を実施した。

第１に前年度までの米国キャラクター・エデ

ュケーション教材の分析から抽出した論理

に基づき、我が国の社会科向けの授業モデル

を開発した。第２に学校現場から授業モデル

の有効性に関する意見を集め、授業モデルを

精緻化した。第３に社会科教育関連学会等に

おいて、授業モデル開発の成果を発表した。

第４に授業モデルを教授書形式で示した授

業研究報告書を作成した。 

 具体的には次のような活動に取り組んだ。

授業モデルについては、中学校社会科公民分

野向けの教材として「トリアージ‐助ける命

を選べるの？-」、高等学校公民科向けの教材

として「輸血拒否事件‐あなたの命はだれの

もの？‐」を開発した。そして、本授業モデ

ルの有効性について学校現場の社会科・公民

科教員から意見を聴取し教育実践可能な教

授書形式の授業プランに精緻化した。授業研

究の成果を法と教育学会が後援する公民授

業づくりに関するシンポジウム及び岡山県

教育委員会が主催する社会科教師向けの研

修会において発表を行った。そして、これら

の研究成果を『米国キャラクター・エデュケ

ーションにおける公民と道徳の統合論にも

とづく社会科授業開発』という授業研究報告

書にまとめた。 

 以上のように、研究開始当初に計画した研

究活動を概ね順調に遂行することができた。 
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